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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年7月28日(2016.7.28)

【公開番号】特開2016-20509(P2016-20509A)
【公開日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-008
【出願番号】特願2015-191467(P2015-191467)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 157/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    3/00     　　　Ｒ
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  157/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月7日(2016.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材に親水性を付与するための親水化処理剤であって、複数層を有するエマルション粒
子を含有し、当該エマルション粒子を構成する重合体の原料として使用される全単量体成
分が、２個以上の水酸基を有し、分子量が５００以下である重合性二重結合含有単量体３
～３０質量％および（メタ）アクリル酸（シクロ）アルキルエステル１０～９７質量％を
含有し、前記複数層のうちの最外層を形成する重合体の原料として使用される単量体成分
が、重合性二重結合含有単量体１０～５０質量％を含有することを特徴とする親水化処理
剤。
【請求項２】
　基材に親水性を付与するための親水化処理剤の製造方法であって、多段乳化重合法によ
って複数層を有するエマルション粒子を製造する際に、当該エマルション粒子を構成する
重合体の原料に使用される全単量体成分として、２個以上の水酸基を有し、分子量が５０
０以下である重合性二重結合含有単量体３～３０質量％および（メタ）アクリル酸（シク
ロ）アルキルエステル１０～９７質量％を含有する単量体成分を用い、前記複数層のうち
の最外層を形成する重合体の原料に使用される単量体成分として、重合性二重結合含有単
量体１０～５０質量％を含有する単量体成分を用いることを特徴とする親水化処理剤の製
造方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の親水化処理剤からなる被膜が表面上に形成されてなる親水性基材。
【請求項４】
　請求項１に記載の親水化処理剤を含有してなる塗料用樹脂組成物。
【請求項５】
　請求項４に記載の塗料用樹脂組成物からなる被膜が表面上に形成されてなる親水性基材
。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、
（１）　基材に親水性を付与するための親水化処理剤であって、複数層を有するエマルシ
ョン粒子を含有し、当該エマルション粒子を構成する重合体の原料として使用される全単
量体成分が、２個以上の水酸基を有し、分子量が５００以下である重合性二重結合含有単
量体３～３０質量％および（メタ）アクリル酸（シクロ）アルキルエステル１０～９７質
量％を含有し、前記複数層のうちの最外層を形成する重合体の原料として使用される単量
体成分が、重合性二重結合含有単量体１０～５０質量％を含有することを特徴とする親水
化処理剤、
（２）　基材に親水性を付与するための親水化処理剤の製造方法であって、多段乳化重合
法によって複数層を有するエマルション粒子を製造する際に、当該エマルション粒子を構
成する重合体の原料に使用される全単量体成分として、２個以上の水酸基を有し、分子量
が５００以下である重合性二重結合含有単量体３～３０質量％および（メタ）アクリル酸
（シクロ）アルキルエステル１０～９７質量％を含有する単量体成分を用い、前記複数層
のうちの最外層を形成する重合体の原料に使用される単量体成分として、重合性二重結合
含有単量体１０～５０質量％を含有する単量体成分を用いることを特徴とする親水化処理
剤の製造方法、
（３）　前記（１）に記載の親水化処理剤からなる被膜が表面上に形成されてなる親水性
基材、
（４）　前記（１）に記載の親水化処理剤を含有してなる塗料用樹脂組成物、および
（５）　前記（４）に記載の塗料用樹脂組成物からなる被膜が表面上に形成されてなる親
水性基材
に関する。
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